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室の内の植生（2）

西上一義＊　丸山　巌＊＊
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Natura1env1ronments　of　Mt　Sambe　III

Vegetat1on　m　the　Mluronouchl　crater（2）

Kazuyosh1NISHIGAMI　Iwao　MARUYAMA

Abst蝸枕

　An　eco1og1ca1sur▽ey　of　Yegetat1on　was　mad．e　agam　m　the　Muronouch1crater　m　Mt

Sambe　The∀egetat1on　was　ana1yzed．on｛our　zones　m　the　crater　by　usmg　the　quadrat

肌ethod－The　co㎜mun1t1es　of8螂αクκτor刎5，8α1z”6伽舳κ㈹∫and．アαg・〃50肥ηα切were

seen　on　the　south　s1d－e　s1ant1ng　surface　of　lMlt　Otoko＿Sambe　The　forest　on　the　s1ant＿

mg　surface　of　fm　m　Muronouch1crater　cou1d　be　d1stmgu1shed　m　four　commun1t1es．

These　are　commun1t1es　of　g〃ぴ伽6〃功oZα，Cα吻〃θαμろ㈱r肌伽，Cαゆ閉郷and．8αZz”

ゐz5θ〃κ舳5　It　was　recogn1zed－that　there　was　a　common　vegetat1o皿pattem〔8αZz”

ゐ雌〃κ郷z5→X→9〃θκ鮎o閉クoZα〕bothmthe‘M’and．mthe‘O’areas

I　は　じ　め　に

　前報において詳しく解析できなかった，男三瓶山南壁お一よび室の内クレーターの扇状地上部

の檀生につき，このたび若干の調査をおこなったのでここに報告する。室の内の檀生について

は，．なお精細な調査測定を必要とする地区も随所に残っている。それらの地域に関する報告も

今後続けてゆく予定である。

　本報告は島根大学文理学部生物学教室の野外実習としておこなった調査結果をまとめたもの

で，困難な密林申での作業に参加した，田申健・名黒知徳・竹内謙治・井上和典・仙丸寛1石

丸くるみ，玉栄茂康・永盛拓行・後藤隆洋の諸君の労に謝意を表する。

＊島根大学文理学部生物学教室

＊＊島根県文化財専門委員
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■調査方法
調査地域内に基点M－P（第2図）を設け，それより矢印の方向にコドラートを設定し

（第2，3図），前報と同様にブラウン・ブランケの全標価法によって各植物の出現度階級を．求

めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

階級
　5

　4

　3

　2

I
＋

r

　出　　　現　　　度

単位調査面積の％～秘を占める

　　〃　　　％～％　〃

　　〃　　　払～％　〃

　　〃　　シ壬O～払〃

または非常に多数（ただし被度はシ｛O以下）

占有面積は狭いが，多数個体が現われる

占有面積も個体数も少ない
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調査期日は次のとおりである。

　M地区・・…一1971年5月16日

　N地区………　　　5月26日

　○地区一…・　　5月15日

　　　　　　　　　　5月17日

　P地区一…・・　　6月6日

皿　結果ならびに考察

　調査の結果，MおよぴO地区の優占種および主要な随伴種の出現は第4図および第5図のよ

うになった。

　M地区では原点（標高約1110脇）より100脇にわたって優占種はヤネフキササであった。随

伴種としては，ダイセンヤナギが出現し，その出現率は山腹に沿って下降するに従って高ま

り，5～6地点（標高約1000脇）ではヤネフキザサに代ってダイセンヤナギが優占種となる。

さらにこの山腹を降ると，7地点（標高約950榊）附近からブナが優占種となり，その状態は15

地点（標高約800脇）附近まで続く。M地区下端附近では隣接するミスナラ林の影響があって，

ミズナラ1イヌシデ・クリ・ネジキなζが出現するに至る。15地点附近では，ブナの樹幹は小

さくなる傾向がみられた。

　○地区では，原点（標高約680脇，平均斜度｝壬oの扇状地形の南東部末端）より150脇にわた

って，優占種はミズナラ，主要随伴種はヤマザクラ。ハリギリ・ゴマギであった。さらに斜面

を登ると，4地点から6地点にわたってクリが優占種となる。この地域での主要な随伴種はミ

ズナラ・イヌシデ。クマシデ・ヤマザクラ・ハリギリ・ヤマボウシなどであった。7地点（標

高約700〃）から11地点にかけては，アカシデ・クマシデ・イヌシデなどのシデ類が優占種と

なり，ミズナラ。イタヤメイゲツ・イタヤカエデ・ハリギリ。エゴノキなどが主要随伴種とな

った。さらに斜面上を登ると，男三瓶南壁面からの流出砂礫上のダイセンヤナギを優占種とす

る12・13地点に至る。この地域の主要随伴種はクマシデ1ヒメヤシヤブシ・タニウツギ等であ

る。さらに扇状地を北西方向に登りつめると，斜度は約30oとなり，男三瓶南斜面の下端とな

る。この地点15～17では，ほぼ正三角形状のミズナラの純林が形成されており，その下端部で

はクマシデが優占種となってい’る。このミズナラの純林から小さな谷をへだてた西側の尾根に

もかなり広いミズナラの純林がみとめられる。

　N地区は地勢が非常に急峻なため，コトラート設定が充分にできなかった。フナ・アカシデ

・ミズナラが混交林を形成しているが，コドラート内に入らなかったものに，ケヤキ（胸高周

囲3肋）・ミズナラ（同2肋），（2．5脇）（3〃z）才ニイタヤ（同3〃z）・ブナ（同4．4刎）・ヨ

グソミネバリの巨樹があり，人為的影響・冬季の雪崩からまぬがれて三瓶山周辺でもっとも自

然檀生のよく保存されたところとなっている。

　P地区はO地区の9～10地点の申間をほぽ東西に直行する地区で，シテ・ケヤキ・クリ・リ

ョウブ・エゴノキなどを優占種とする地区である。標高700刎ないし720〃zのあたりで，コード
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　　…ススキ　　　　　　　　Q…………ミズナラ
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ラート地点の標高差がほとんどないために，植生状態はNo1～6の間では顕著な差はない。

しかしNo．7附近で不連続的に森林からススキ草原に変化し，No．9附近はチュウゴクザサ

草原となり，さらに西進すると子三瓶東麓の草原と接続するに至る。コドラートNo．6とNo．7

との間で檀生に大きな差がみられるのは土壌的要因によるものと考えられるが，今後これを確

かめてゆきたい。

　これに対して，M地区における南下にともなう植生の変移は，明らかに気温と土壊申の水分

量の差によるものである。このM地区およびN地区において，ブナをはじめとしてミズナラ・

ケヤキ・オニイタヤなどの巨樹の生育がみられるのは，急峻な地形によって古来人為的影響が

及ばなかったためであろう。しかしO地区では林床申に点々と崩解した炭焼窯跡があり，比転

的近年に至るまで樹木の伐採がおこなわれていたことを暗示している。このO地区において，

北上するに従って生ずる檀生の変移は，気温よりむしろ地下水位の変化と考えられる。しかし

○地区とM地区との植生パターンを比較すると，顕著な類似があることに気づく。即ちM地区



三瓶　山　の　白　然皿 99

両地区の気象条件がその差を作っているものと考えられ，X1はブナ，X2はクリ・シデ類が主

要なものである。両地区の上部にダイセンヤナギが生育するのは，この檀物の耐乾性・耐雪性

に由来するのではなかろうか。また両地区の下部にミズナラが優占するのは主として地下水位

の高さに原囚があるものと考えられる。ただM地区ではミズナラの純林が形成されているが，

・地1［1三1］一［］一［三］

・地区E三三三1一［］一［］

○地区ではケヤキ・ゴマギ・ヤマザクラ・ハリギリその他多数の随伴種が混生しているという

差異がある。

I▽．摘　　　　要

1．前報に引き続き三瓶山室の内の檀生調査を行った。

2．男三瓶南側斜面の森林地帯の上部は，山頂に近い部分がヤネフキザサ優占群落，その下

　部がダイセンヤナギ優占群落であった。また，申腹以下はブナ優占群落であり，最下部と

　谷をへだてた西の尾根にはミズナラの純林が発達している。

3．　ミズナラ林の東に浅い谷をへだてて，ブナ・アカシデ・ミズナラ・ケヤキ・オニイタヤ

　の巨樹による混交林がある。

4．室の内扇状地の東部の樹林は，扇状地周辺部より北上するに従って，ミズナラ優占群

　落，クリ優占群落，シデ優占群落，ダイセンヤナギ優占群落と変化する。

5．男三瓶南側斜面上の植生と，室の内扇状地上の植生とに〔ダイセンヤナギ→X→ミズナ

　ラ〕という共通パターンが存在する。

V　文　　　　献

丸山　巌・西上一義：三瓶山の自然皿1島根大学文理学部紀要1V，島根大学，1971，Pp．164－195

丸山　巌：三瓶山の白然，島根県，1971，pp．21－32
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